
I班 実践活動報告



盛岡南IC→東北自動車道→安城JCT→八戸自動車道
→県道２２号→県道４２号→国道２８１号→



道の駅でH班とI班でミーティング



久慈保健所（久慈合同庁舎）



状況報告と２隊でのミーティング



岩手県立久慈病院



本部立ち上げ



院内の状況



県立久慈病院 組織図



To Do リスト



活動方針の決定

1.院内のライフラインの確立と物資の調達

2.院内の診療体制の維持

3.二次医療圏の情報収集

4.避難所３カ所の情報収集



活動内容

1. ライフラインの確立と物資の確保
1. 重油： 重油B、ねじ込み80A、外11山、20KLを依頼
2. ガス： 業者と連絡、連絡先を入手して依頼
3. 水： 配管OK 水貯水タンクが不足しているため 確保依頼
4. 食糧： 備蓄3日分 追加を依頼
5. 医薬品：県で協定を結んでいるため、県に確認するよう依頼

2. 院内の診療体制の維持
外来診療が破綻する恐れがあるので医療チームの要請

3. 二次医療圏の情報収集
本チームでの情報収集は困難だった

4. 避難所3カ所の情報収集
久慈市立中央市民センター、長寿庵、久慈総合福祉センターのアセスメントシートをEMIS
に入力



振り返り

初動の役割分担が機能せず、再分担してから効果的な活動ができた

病院の浸水状況の把握の遅れた

余震を予め想定した動きができていなかった

（津波の想定、院内災対本部との調整など）

衛星環境の立ち上げの遅れ→EMISでの情報把握が遅れた

久慈保健所とのコミュニケーションエラーがあった

リーダーに全ての情報を上げてしまった

ロジスティックとしてのアセスメントが不十分だった

（初動で院内の患者の状態の把握が中心になった）
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岩手医大のスタッフの皆様
インストラクターの皆様

ありがとうございました

チーム切り替え改「チームうに弁当」一同


